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書評

『フーリエの冒険』
トランスナショナルカレッジオプレックス編

（ヒッポファミリークラプ 3605円）

ドラゴンクエストIVの異常な人気がニュー

スになっている。あるひとつのことを達成す

るのに少しの努力が必要、解決できると満足

感がえられる。次の目標を達成するのにもう

少しの努力が必要、解決できると満足感、こ

れがくりかえされ最終的な結論まで導かれる

という構成に人気があるのかもしれない。

フーリエ級数、フーリエ変換という数学の

一領域がある。たいへんむずかしい分野であ

る。この学問を理解する（単位をとる）ため

に、苦労した人も多いのではないだろうか。

ところがこの難解な数学が、中学生にでもわ

かるように書かれているのがこの本である。

この本の著者は、有名な先生ではなく、ファ

ミコン世代の若者たちである。「言語音声と

人間の認識」を議論していた彼らが、その過

程で使っていた『フーリエ』を他の仲間に、

わかりやすく理解させようと書いたものであ

る。

ある知識を人に伝える場合、その媒体とし

て著作物があり、その典型が教科書である。

しかし、教科書はかたくるしい。わかりやす

い説明（講義）を受けながらならまだしも、

一人で学習するには睡魔との戦いも不可避で

ある。

この本の内容を理解したとしても、『数学

という‘‘もうひとつのことば"を理解するこ

とで、自然を見る視野が一挙に広がる』くら

いで、公衆衛生にはほとんど役に立たないと

思われる。しかし、不特定多数の人にわかり

やすく知識を伝達する方法のひとつとして、

このような著書の書き方もあるということが

学べるだけでも、一読に値する一冊であろう。

（ナミのナミ）
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